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理想流体の力学 
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ジューコフスキー（1847～1921）：ロシアの航空学者。 

複素数関数の等角写像を利用した翼の揚力についての理論⇒「クッタ・ジューコフスキー定理」を発見。 
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円 翼型 
写像変換 

𝐿 = 𝜌𝑈𝛤 

𝜁 = 𝜉 + 𝑖𝜂 

理想流体の力学 写像変換 

円柱のまわりの空気の流れを翼形の周りに変換する研究。翼の揚力を発生させるメカニズムを理論化。 

等角写像による飛行機の翼の理論を発展させた。 

Su－27 やMig－29 などの運動性能の高い戦闘機を開発。ロシアの航空工学を発展。 

𝑈 

𝐿：揚力 

𝑈：一様流中の速度 

𝜌：密度 

𝛤：循環 

𝐿 

揚力 𝐿は循環𝛤 を用いて次式で求められる。 

これをクッタ・ジュコフスキーの定理という。 

循環を伴うボールまわりには、速度ベクトルVに直角方向に𝐿 = 𝜌𝑈𝛤の揚力が働く。⇒この現象をマグヌス効果という。 

クッタ・ジュコフスキーの翼 


